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令
和
五
年
万
九
千
さ
ん

鎮
守
の
モ
リ
連
続
講
座

(

続)
『
日
本
書
紀
』
と

出
雲
の
神
話
に
学
ぶ

受
講
生
募
集

【
主
催
】
出
雲
の
神
話
と
祭
り
に

学
ぶ
会

【
特
別
協
力
】

万
九
千
神
社

【
講
師
】
万
九
千
神
社
宮
司

錦

田

剛

志

（
県
神
社
庁
参
与
／
元
県
立
古
代

出
雲
歴
史
博
物
館
専
門
学
芸
員
）

身
近
に
あ
り
な
が
ら
、
知
っ
て
い

る
よ
う
で
意
外
と
知
ら
な
い
神
社
の

謎
、
神
話
の
不
思
議
、
何
気
な
く
参

拝
し
て
い
る
お
宮
の
し
き
た
り
、
祭

り
の
意
味
な
ど
を
、
万
九
千
神
社
の

御
神
前
で
学
び
ま
す
。

平
成
二
十
七
年
に
始
ま
り
ま
し
た

本
講
座
も
お
陰
さ
ま
で
今
年
は
九
年

目
。
令
和
五
年
は
左
記
の
年
間
全
９

回
の
予
定
で
す
。
ど
な
た
で
も
お
好

き
な
回
に
参
加
で
き
ま
す
が
、
事
前

に
受
講
登
録
の
申
込
み
が
必
要
で
す
。

先
着
五
〇
名
で
締
め
切
ら
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

記

一
、
開
講
日
程
・
内
容

第
１
回

４
月
２
４
日
（
月
）

・
葦
原
中
国
の
平
定
と

皇
孫
降
臨
①

第
２
回

５
月
２
２
日
（
月
）

・
葦
原
中
国
の
平
定
と

皇
孫
降
臨
②

第
３
回

６
月
２
６
日
（
月
）

・
葦
原
中
国
の
平
定
と

皇
孫
降
臨
③

第
４
回

７
月
２
６
日
（
水
）

・
葦
原
中
国
の
平
定
と

皇
孫
降
臨
④

第
５
回

８
月
２
８
日
（
月
）

・
海
幸
山
幸
と

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
尊
の
誕
生
①
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第
６
回

９
月
２
５
日
（
月
）

・
海
幸
山
幸
と

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
尊
の
誕
生
②

第
７
回

１
０
月
２
５
日
（
水
）

・
海
幸
山
幸
と

ウ
ガ
ヤ
フ
キ
ア
エ
ズ
尊
の
誕
生
③

第
８
回

１
１
月
８
日
（
水
）

・
特
別
講
義

出
雲
地
方
の
神
在
祭

そ
の
神
話
と
祭
祀

第
９
回

１
２
月
１
８
日
（
月
）

・
特
別
講
義

迎
春
の
お
作
法

お
正
月
の
祭
事
と
信
仰

◎
各
回
と
も
開
催
時
間
は
、

午
後
７
時
～
同
８
時
３
０
分

※
神
社
の
都
合
や
講
師
の
事
情
に
よ
り

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

二
、
会

場

万
九
千
社
立
虫
神
社

出
雲
市
斐
川
町
併
川
２
５
８

三
、
玉
串
料

各
回
、
正
式
参
拝
。

一
人
千
円
よ
り
奉
納
願
い
ま
す
。

四
、
教

材

『
日
本
書
紀

上
』

日
本
の
古
典
を
よ
む

２

(

小
学
館
発
行)

⇒

購
入
方
法
は
受
講
登
録
者
に
別
途

連
絡
予
定
。

五
、
受
講
登
録
申
込
み
方
法

次
の
主
催
者
へ
、E

メ
ー
ル
か

お
電
話
で
、
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

六
、【
申
込
み
先
】

<

主
催
者
幹
事>

三
成
圭
寿

［
Ｅ
メ
ー
ル
］

w
a
k
u
w
a
k
u
r
i
c
h
.
m
i
n
a
r
i
c
h
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m

［
電
話
］

０
８
０
（
３
０
５
２
）４
３
２
９


